















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いなみ は行過ぬらし天 たふひかさ 浦 波たてる ゆ
　　







































































































































































































































































































りなり、申上候はぬも、和哥両神の御納受正直のをきてを依奉存、憚をかへりみす、老眼老耄老草筆蚯蚓之跡、一かたならざる難堪不可如在之者歟。論語にも、子曰敏而好学不恥下問、是以謂之文。さながら此君とぞ申べけれ。就中、知之為知之不知為不知是知、おぼつかなくおぼしめされ候事をば、ありのまゝにたづね被下とみえさせ給ふは、此語にたがふ事 し。是則可謂聖人之君子者也。須管見愚智無智之上、如此言上も不可有正儀御事候 住吉大明神・玉津嶋大明神も正直順路 いましめ不浅候歟。此子細事旧たる義不及言 候。昔の先達も失念誤等は毎事在之由申つたる也。古今に 七首誤在之
与
申習候歟。況すゑの世にはいよいよ不学して誤おほかるべき歟。たとへば、連歌はね字
の発句に、ある人、　　
梅がゝをきえあへぬ雪やにほふらん
此発句作者自慢被申故、至于時連哥惣匠宗祇も及斟酌、当座軽薄をもとゝして、はねがたき上句とも不申ゆ に、此
近衛前久（龍山）詠『五十首和歌』関連資料　解題と翻刻（下）89
発句名人ながらも越度に儀定すと申つたふるとぞ。同作者の句に　　
とをさとをのにくるゝ鐘のね
かねのをと、こゑとこそは仕
申候へ
候
 、かねの音とはいかゞあるべきとて、後難に申けるとなん。君子大人へはをそれお
ほく申かぬる故なりと云々。過則勿憚改、名言と申習候歟。世間のとなへをきゝ侍りしかば、改めらるべけれど、しらせ侍らぬにや、末の世まで申けるとぞ。此道、此君子は御執心故善悪をたゞされ、御順路を専におぼしめ
めすされ候
事、大切御名誉な
与存候故不顧憚如此候。
るへし
。
 聖廟の掟にも、
　　
こゝろだにまことのみちにかなひなばいのらずとても神やまもらん
尤神慮も可有御納受御事
与
奉存候。宗養など朝暮拙老若輩之時分申聞候。上下之間にては誤悪事申かね候故、於公界
越度後難に罷成候。口惜事候歟。別而たゞすべき事専一候。申にくき事を乍憚在様に申候事をば真実之御ためを存候与
令分別可為忠節事候歟云毎に申候キ。
　
末ノ世ニハ、悪キ事ヲモ軽箔ヲ申、ホメ申候事、気ニアヒ申候。邪路口惜事候歟。論語ニモ思無邪。
D　
一、巻の名御相伝喜悦にたへかね申候。返々満足
く
。

（了）
　
???】資料の閲覧・翻刻を御許可戴きました陽明文庫長名和修氏に記して深謝致します。また、本稿は平成二五年度京都女子大学研究経費助成ならびに平成二六年度研究補助員助成による成果の一部である。
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